
フィルターエレメント取替要領
[CN.TN.AN.UN.HN型]

１．型番表示及び､対応表

ﾌｨﾙﾀ型式 ｴﾚﾒﾝﾄNo.
型式-番号 外観

ＣＮ型( ｾ ﾊ ﾟ ﾚ ｰ ﾀ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ) Ｅ９-＊ ＊ [金網ﾒｯｼｭ 網目大 ]

ＴＮ型( ﾗ ｲ ﾝ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ) Ｅ７-＊ ＊ [金網ﾒｯｼｭ網目細 ]

ＡＮ型(ｵｲﾙﾘﾑｰﾊﾞﾙﾌｨﾙﾀ) Ｅ５-＊ ＊ [ｽﾎﾟﾝｼﾞ巻 橙 又は赤]

ＵＮ型( ｳ ﾙ ﾄ ﾗ ﾌ ｨ ﾙ ﾀ ) Ｅ３-＊ ＊ [ｽﾎﾟﾝｼﾞ巻 青色 ]

ＨＮ型(ｵｲﾙﾍ゙ ﾊー゚ ﾘﾑー ﾊ゙ ﾙﾌｨﾙﾀ) Ｅ１-＊ ＊ [ｽﾎﾟﾝｼﾞ巻 緑色 ]

２．エレメント取替えに際して･･･[交換時期･その他]
１)ｴﾚﾒﾝﾄ型式Ｅ9.Ｅ7.Ｅ5.Ｅ3

ａ:ｴﾚﾒﾝﾄ全体を交換して下さい。

ｂ:初期時(乾燥状態)に於いて圧力降下は0.007MPa(0.07kgf/cm
2

)

から0.014MPa(0.14 kgf/cm
2

)です。

ｃ:作動時の圧力降下はﾌｨﾙﾀｰに液体が溜まってくるにつれ､圧力

降下が0.014～0.042MPa(0.14～0.42kgf/cm
２

)に大きくなりま

す。ｴﾚﾒﾝﾄに固形粒子が溜まるとさらに圧力降下が大きくなり

ます。

*ﾌｨﾙﾀｰの濾過効率を最大にする為に､圧力降下が0.07MPa(0.7 kgf

/cm
2

・ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰの赤の領域)に達するか､又は､1年に1度は､ｴﾚﾒﾝﾄ

を交換して下さい。

２)ｴﾚﾒﾝﾄ型式Ｅ１.

ａ:ｴﾚﾒﾝﾄ全体を交換して下さい。

ｂ:ｴﾚﾒﾝﾄ形式E1の吸着能力は定格容量で1000時間です。

ｃ:このｴﾚﾒﾝﾄの場合は､ﾌｨﾙﾀｰの下流側に臭気がしたら ｴﾚﾒﾝﾄの

寿命ですので交換して下さい。

[注-1] 流れが止まってから再度､流れ出した場合､圧力降下が一時

的に大きくなる場合がありますが､この場合一時間以内に

回復します。

[注-2] ｴﾚﾒﾝﾄ型式E5とE3は通常の作動中、ｵｲﾙがﾌｫｰﾑｽﾘｰﾌﾞの底に

溜まります。ｵｲﾙがｴﾚﾒﾝﾄの上の方まで付着する場合は､液

体の蓄積が早すぎて排出できていないと言う事になりま

す。よってこの様な場合は､上流側に､ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰを取付け

て下さい。

３. エレメント交換の方法

○このﾌｨﾙﾀｰは圧力装置です。交換作業の前には必ず圧力を

抜いて下さい。分解前に圧力を抜いていないと､ｹｰｽが飛

び出したりして機器の破損や､事故につながりますので必

ず実施して下さい。

[手順]

1. ﾌｨﾙﾀｰの入口､出口を閉じて､エアー供給を止める。

2. ﾏﾆｭｱﾙﾄﾞﾚﾝﾊﾞﾙﾌﾞをゆっくり開けることによって圧力を抜く。

3. ｹｰｽを外す。

a.配管口径10～25A(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ型式06～5)まではﾜﾝﾀｯﾁ式取り付

けになっています。この場合は ｹｰｽを押し上げ､左方向に1/8

回してから､真っ直ぐ下に引き抜いて下さい。

b.配管口径25～65A(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ型式8～23)まではネジ式ｹｰｽ です。

手、又はﾚﾝﾁかCｽﾊﾟﾅｰでｹｰｽとﾍｯﾄﾞ部をつないでいるﾈｼﾞを緩

めて下さい。

4. ﾌｨﾙﾀｰｹｰｽを洗浄する。

5. ｴﾚﾒﾝﾄを交換する。

a.ｴﾚﾒﾝﾄ全体を交換する

1)古いｴﾚﾒﾝﾄを抜き取り捨てる。

2)新しいｴﾚﾒﾝﾄの上部にOﾘﾝｸﾞがきちんと入っている事を確認

し､ﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄﾞにｴﾚﾒﾝﾄを押しつけて下さい。

注)ｴﾚﾒﾝﾄは､ﾎﾞﾄﾑｷｬｯﾌﾟだけを持って交換して下さい。外側の

ﾌｫｰﾑｶﾊﾞｰを持って交換作業はしないで下さい。

6. Oﾘﾝｸﾞがｹｰｽ内部の上にきちんと入っている事を（ﾜﾝﾀｯﾁ取付け

の場合のﾍｯﾄﾞや､波ﾊﾞﾈも)確認してから､ｹｰｽとﾍｯﾄﾞを組み立て

て下さい。

[注-1]Oﾘﾝｸﾞに潤滑油が付いている事を確認して下さい。

（付属のｸﾞﾘｰｽを使用して下さい｡）

[注-2]組立時の邪魔にならない様に､波ﾊﾞﾈの端が下向きにな

っている事を確認して下さい。

[注-3]ネジが切られたｹｰｽをﾍｯﾄﾞに接続する場合は､潤滑油を

ネジ部分に付けて締付けて下さい。

（付属のｸﾞﾘｰｽを使用して下さい｡）


